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　 本 稿 の 目的 は，米 国 の 大 学 ・公 共 図 書館 に お け る フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ活 動 を 明 らか に す る こ とで あ る ．まず 卓越 し た 大学図書館 と公 共 図
書館 に お け る フ ァ ン ド レイ ジ ン グ活 動 の 概要 を，グ ッ ド広 行 ・和 代 が 複 数 の 事 例 を も とに記 述 した，次 に 図 書館 長 らの イ ン タ ビ ュー を も と
に，ピ ッ ツ バ グー ・カ ネー ギ 図ー書館 の 業 務プ ロ セ ス を 小 泉公 乃が 明 らか に し た一こ れ ら の こ とか ら ，米国の 図書館に お け る フ ァ ン ド レ イ
ジ ン グ活 動 は，1）成功 を 収 め た フ ァ ン ドレ イ ジ ン グの 手法 が 多岐 に渡 り，2）担 当は 主 に 専 門 家 と図 書 館 員 か ら構 成 され，3）資金 は 主 と し て
新 しい 試 み に 投 資 され る傾 向 に あ り，4）経 営戦略 と不 可 分 な もの で あ る こ とが わ か っ た n
キ ワーード ： フ ァ ン ド レイ ジ ン グ，米 国 大 学 図 書 館，米 国 公 共図 書 館 ，寄 付，マ ッ チ ン グ ・ギ フ ト，基 金，資金 調 達 ，図 書 館 経 営，イ ノ ベ ー
　 　 　 　 　 シ ョ ン
1．米国の 大学図書館の フ ァ ン ドレ イジ ン グ
1．1　 巨額寄付者名をつ け た 大学図 書館
　 米 国 の 大 学 の あ ち らこ ち らに個 人 名 が 正 式 名 称 に な っ た
図書館 が 見 受け ら れ る。研 究 面 で の 指導者的業績を 讃 え て
ご 尊 名 を使 わ せ て い た だ い た 図書 館 もあれ ば，母校 へ の 深
い 思 い が 背 景 に あ り多額 を提 供 し た 寄付 者 へ の 謝 意 を こ め
て 命 名 され た 図 書館 も多 い の で 例 を 見 て み よ う。
1．1．1　 ジ ョ ー＆ リカ ・マ ン ス エ ト図 書館
　最近話題 に な っ た 寄付者 と大 学 図 書館 の エ ピ ソー ドは ，
総 工 費 8000 万 ドル （約 80 億 円） の うち 卒業 生 夫 妻 か ら
2500 万 ドル （約 25 億 円） の 寄 付．を受 け て 建 て られ た シ カ
ゴ 大学 図 書館 の 新館 「ジ ョ ー＆ リカ ・マ ン ス エ ト図 書 館 」
（Joe　and 　Rika　Mansueto 　Library） で あ る。シ カ ゴ 大 学 で
は，図 書館 の あ り 方 を検 討 した 結果 ，キ ャ ン パ ス 内に 全 て
の コ レ ク シ ョ ン を 保 有 して お く とい う方針 を た て た。こ の
新 館 は地 E1 階 だ が ，地 下 は 巨 大 な 書 庫 （350 万 冊 の 収 蔵
能 力 ） に な っ て い る．教授 や 学生 が オ ン ラ イ ン で リ ク エ ス
トす る と 5 分 で 保 管 庫 か ら本 を 取 り 出 し て くれ る，とい う
迅 速 な サービ ス を 実 現 して い る。
　 シ カ ゴ 大 学 の 図 書 館 は
一
年 中開 館 し深 夜 ま で 利 用 で き る
シ ス テ ム で 利 用 者 に 応 えて きた 先 駆 け で あ る。ジ ョ ー・マ
ン ス エ ト氏 は 「在学 中，夜 は 図 書館 に 詰 め て い た 」1）と語 っ
て い る。図 書館 が い か に 大 学 生 活 に 重 要 だ っ た か とい う深
い 感 謝 が こ め られ た コ メ ン トで あ る。ジ ョ ー・マ ン ス エ ト
＊ 1 ぐっ ど ・な が は し ・ひ ろ ゆき （hng2＠pitt．edu ），ぐ っ ど ・
か ず よ （kak93＠pitt．edu ）　 ピ ッ ツ バ グー大 学 図 書館
3142 　Ellers　Street，　Pittsburgh ，　PA ，15213 　USA
＊2 こ い ずみ 　ま さの り （mkoizumi ＠pitt、edu ）　 ヒ
ゴ
ッ ツ パ グー
大 学情報学研 究 科客員研 究 員
　135 　 North 　Bellefield　 Avenue ，　 Information 　Sciences
Building（Room 　605B ），　Pittsburgh，　PA 　15260 　USA
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受領 　2014 ．6．3〕
シ カ ゴ 大学 図書館 の 新館は ，地 下書庫に 350 万 冊 の 収蔵能 力が
あ る
氏 が 利 用 し た シ カ ゴ 大 学 図 書 館 本 館 は，遡 っ て 1968 年，
レ ーゲ ン シ ュタ イ ン 家か ら 1000 万 ドル の 寄付 を 基 に 総額
2000 万 ドル か けた
「
ジ ョ セ ブ ・レ ーゲ ン シ ュ タ イ ン ン 図 書
館 」 （Joseph　Regenstein　Library） で あ る。当 時，レ ーゲ
ン シ ュ タイ ン 基 金 の 責 任 者 と して 寄 付 を決 め た ジ ョ セ ブ ・
レ ーゲ ン シ ュタ イ ン Jr．（1923−1999）は シ カ ゴ 大学 の 卒業
生 で は な い が ，シ カ ゴ 圏 の 大 学，博 物 館 ，動 物 園，植 物 園
とい っ た 公 共 施 設 に 多額の 寄付 を し て い る 強 い 郷 土愛 の 持
ち 主 で あ る。ジ ョ セ ブ ・レ ゲー ン シ ュ タ イ ン 図書 館 が 建 っ
た こ と で ，そ れ ま で キ ャ ン パ ス の 各学部 に 分 散 し て い た 人
文科 学 と社 会 科 学 の 図 書 （450 万 冊） が 集 中所 蔵 で き る よ
うに な っ た。
1．1．2　 C ．V．ス ター東 ア ジ ア 図書 館
　筆者 は 日 本研 究 ラ イ ブ ラ リア ン （グ ッ ド広 行 ） と 目本 資
料 担 当 ス ペ シ ャ リス ト （グ ソ ド和 代 ） と して ピ ッ ツ バ ーグ
大 学 図書館 で 働 い て い る が，私た ち米 国 の 日本学関係者 に
な じみ あ る 図 書館 の 名 前 に C．V．ス ター図 書 館が あ る。コ ロ
ン ビ ア 大学 C．V ス タ ー束ア ジア 図 書館，カ リフ ォ ル ニ ア 大
学 バ ーク レ ー校 C．V ス ター東 ア ジ ア 図 書 館，日 米 協 会
ニ ュー ヨ クー 本 部 に あ る C ．V．ス ター図 書館の 3館 だ 。　 C．V．
一 318 一 情報 の 科 学 と技術　64 巻 8号，318〜325 （2014）
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ス ターの 呼 称 で 知 られ た コ ーネ リア ス ・ヴァ ン ダー・ス ター
氏 （Cornelius　Vander 　Starr （1892−1968））は 米 国 カ リフ ォ
ル ニ ア 州 生 まれ の 米 国 人 で ，1919 年 に 保 険事業 （AIG の
前 身） を 上 海 で 起業 し た企 業家 で ア ジ ア と深 い 関 係 が あ っ
た。彼 は 1995 年 に ス ター基 金 Starr　Foundation を設 立．
教育，医療 ，福 祉 へ の 助 成に 重点を お い た．な か で も教 育
を最重 要 項 目 と し，図 書 館 の ほ か に コ ーネル 大学 の C ，V ス
ター・バ イ オ メデ ィ カ ル 情 報セ ン タ ー，ワ シ ン トン ・カ レ ッ
ジ の C ．V．ス ター・セ ン ター ・フ ォ ア ・ス タデ ィ ・オ ブ ・ア
メ リカ ン ・エ キ ス ペ リエ ン ス に もそ の 名が 冠 され て い る。
2．寄付の タイプと，さま ざまな調達方法
2．1　 巨 額 寄 付 は デベ ロ ッ プ メ ン ト部 門，小 ロ 寄 付 はオ ン ラ
　 　 イ ン で
　 シ カ ゴ 大学 図書館 フ ァ ン ド レ イ ジ ン グ担 当者 を紹 介 し よ
う。「ジ ョ ー＆ リカ・マ ン ス エ ト図 書 館一は 2012 年秋 に オ ー
プ ン した。そ し て 翌 年 4 月 ，新 しい デ ベ ロ ッ プ メ ン ト部 門
デ ィ レ ク ターが シ カ ゴ 大 学 図 書 館 に着任 し た。新館 の 完成
は フ ァ ン ドレ イ ジ ン グの 終着で は な く，シ カ ゴ 大学 図 書館
の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グの 新 しい 幕開 き だ っ た の だ。ヤ ス ミ
ン ・オ マ ー氏 （Ms．　Yasmin 　Omer ）は ニ ュ ーヨ ーク の ユ ダ
ヤ 博物 館 の メ ジ ャ ー・ギ フ ト部門デ ィ レ ク タ かー らの 転 身
だ。大 凵 寄付 は 金 額の 大 き さ だ け で な く，委託 金 ，遺 贈，
証 券 な どの さ ま ざまな タ イ プ で 提供 され る 寄付 が あ る の で
財 産 管 理 や 税 金 に も通 じて い な くて は な ら な い。彼 女 は
ニ ュ
ーヨ ーク大学法科大学院，ニ ュー ヨ ーク 公 共 図 書館，
ボ ス トン の 公 共 放送局 で 経験 を積 ん で き た 巨 額寄付を 担 当
す る 専門 家で あ る。
　ポ ケ ッ トマ ネーか ら シ カ ゴ 大学 図 書館 に 寄付 し よ う，と
奨励 して い る小 口 寄付 に もふ れ て お こ う．，ふ た つ の 寄 付 タ
イ ブ が 設 けられて い る。ラ イ ブ ラ リー・ソ サ エ テ ィ は メ ン
バ シー ッ プ ・シ ス テ ム で ，年会費は一般会 員 60 ドル ，学
生 20 ドル ，教職員　35 ドル で あ る。講 演会，夕 食会，会 報
と い っ た プ ロ グラ ム を会員 に 提供 し て い る tt ラ イ ブ ラ
リ
ー・フ ァ ン ドは，年．．度 の 寄 付 を 奨励 し，金 額 は 幾 らで
も良 くて ，図 書 館 の コ レ クシ ョ ン や サービ ス の た め に使 わ
れ る。
　図 書館への 小 口 寄付 は オ ン ライ ン で 行 な え る。ク レ ジ ッ
トカ
ー
ドで
一
口 10 万 ドル （約 1 千 万 円） ま で オ ン ラ イ ン
で 寄付 を受 け て い る u シ カ ゴ 大学の 寄付サ イ トの 運 営 は．
15 年 の 実績をもち 6000 社の マ ッ チ ン グ ・ギ フ ト制度 を
扱 っ て い る HEP デベ ロ ッ プ メ ン ト社 に 委 託 され て い る。
マ ッ チ ン グ ・ギ フ トとは，企 業 が 社 員 の 寄付 し た 金 額 と同
額 ま た は 3 倍 額 を上 乗 せ 支援す る シ ス テ ム で ，社 会 貢 献 と
して 実施す る企 業が 近年増 えて い る。自分 が 働 い て い る 会
仕 が マ ッ チ ン グ ・ギ フ トをす る か ど うか 調 べ られ る検 索
ボ ッ ク ス もシ カ ゴ 大 学の 寄付 サ イ トに備 わ っ て い る。
　 シ カ ゴ 大 学 図 書館 で は 寄付金額 500 万 ドル （約 5億 H ），
250 万 ドル （約 2．5 億円） を館 内 の 表 彰対 象に して い る。
図書館運 営全 体 へ の 寄 付 の ほ か ，具体的に カ テ ゴ リーを設
け て 寄付を 訴 えて い る v
寄付は オ ン ライ ン で 手軽 に、マ ッ チ ン グ ・ギ フ トで 収益倍増 も
・ 　 蔵 書 コ レ ク シ ョ ン 助 成 （ ．口 10 万 ドル 1約 1 千 万 円 か
　 　 ら）
・ 　 保 存 ア ロ ジ ェ ク ト助 成 （ ．口 25 万 ドル 〆約 2 千 5 百 万
　 　 円 か ら）
・ 　 イ ン ス トラ ク シ ョ ン ・研 究 支援 の 助成 （一口 10 万 ド
　 　 ル 1約 1 千 万 円 か ら）
　金 額 の 大 き さに は ，こ れ まで に ノ ベー ル 賞受 賞者 を 87
名 も輩出 し て い る 世 界 トソ フ レ ベ ル の 知 を 支え て い る 自信
が 表 れ て い る よ うだ 、
2．2　ラ イ ブ ラ リア ン の た め，コ レ ク シ ョ ン の た め の 助成金
米 国 に は ，ラ イ ブ ラ リア ン の 個 人活 動 が フ ァ ン ドレ イ ジ ン
グに っ な が るプ ロ グ ラ ム ，コ レ ク シ ョ ン の た め の 助 成金プ
ロ グ ラ ム が あ り，図 書 館 運 営 の プ ラ ス に な っ て い る。
2．2 ．1　ア イ ・ラ ブ ・マ イ ・ラ イ ブ ラ リ ア ン 賞
　 2008 年に 誕 生 し た カーネ ギー ・コ ポー レ ーシ ョ ン ・オ
ブ ・ニ ュ ーヨ ーク 1ニ ュ ーヨ ーク タ イ ム ズ の ア イ ・ラブ ・マ
イ ・ラ イ ブ ラ リア ン 賞 （ILove　My 　Librarian　Award ）は ，
小 中 高 校，コ ミ ュ ニ テ ィ ・カ レ ッ ジ ，大 学，公 共 図 書館の
全 て の ラ イ ブ ラ リア ン （全 米約 17 万 人 ）を 対 象 と して ，
利 用 者 か らの 推薦 文 を 募集 し，10 名 の ライ ブ ラ リア ン に各
5 千 ドル （50 万 円） の 賞 金 を与 えて い るttこ の 賞は ニ ュ ー
ヨ ーク タ イ ム ズ の 記 者 が ク イ ンー ズ 図 書 館 に つ い て 書 い た
記 事 が き っ か け で 2000 年 に ニ ュ ーヨ ーク タ イム ズが 設 立
した 図書 館 サービ ス 賞 と ラ イ ブ ラ リア ン 賞が 元 に な っ て い
る。2008 年 の 投 資銀 行 り一マ ン ブ ラ ザーズ の 破綻 に よ る金
融 市場 危 機 の 余波 を 受け て ニ ュ ーヨ ーク タ イ ム ズ 仕 の み で
は 賞 の 継続 が 困 難 とな り，カーネ ギー・コ ーポ レーシ ョ ン
が 支援 の 手 を さ し の べ た 。カーネギー・コ ーポ レ ーシ ョ ン
は 48 厚 9 千 ドル を米 国 図 書 館 協 会 （ALA ）に 寄贈，以 来，
ALA が 受 賞者 の 選 考 を 担 当 し，ニ ュ ーヨ ーク タイ ム ズ が 宣
伝 と授賞式 を 受 け 持 っ て い る。
2．2．2　隠 れ た コ レ ク シ ョ ン をカ タ ロ グす る 助 成金
　 図 書館情 報 資 源 振 興 財 団 （Council　 on 　 Library　 and
Information　Resources−CLIR ）の 助 成 金 の ひ とつ に ，目録
が 作 成 さ れ て い な い た め 「隠 れ た コ レ ク シ ョ ン （hidden
collection ）」 とな っ て し ま っ て い る 特殊 コ レ ク シ ョ ン の 日
一 319 一 情報 の 科 学 と技 術 　64 巻 8 弓．（2014 ）
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録入 力 の 支援 を 目的 と した プ ロ グ ラ ム が ある。2014 年 1
月 27 日，コ ロ ン ビ ア 大学 C．V．ス ター東 ア ジ ア 図 書館 の 牧
野 コ レ ク シ ョ ン に 対 し約 38 万 ドル （3，800 万 円）の 支援が
発表 され た。牧野 コ レ ク シ ョ ン は，1870 年 代 か ら 2006 年
まで の 口本 と東 ア ジ ア の 映画関係の 資料 8 万 点，そ の 内訳
は 日 本映画 の プ u グ ラム や チ ラ シ が 9500 点 ，H 本 映 画 に
関 す る 口本 語 の 貴重書 が 450 冊な ど。助 成金 は 日 本 語 カ
タ ロ ガ ーとア ーキ ビ ス トの 人 件 費 に 主 に 充 て ら れ る。
CLIR の こ の 助成事業は 2008 年 か ら行 っ て い る との こ と。
CLIR が 1997 年 に 設 立 され た 当時 は フ ォ ー ド基金 が 資 金
提 供 元 だ っ た n 近年 は ビル ＆ メ リン ダ・ゲ イ ツ 財 団 （Bi］1＆
Melinda 　Gates 　Foundation ） が筆頭 の 資金 提供元 で あ る。
2．2．3　北 米 日 本学 の た め の 助成金 プ ロ グラ ム
　北 米 目 本 研 究 資 料 調 整 協 議 会 （North 　 American
Coordinating　Council　on 　Japanese 　Library　Resources−
NCC ）は 1992 年 か ら高額 大 型 セ ソ ト購入 費 の 75％ を補 助
す る 助成金プ ロ ジ ェ ク トを 実施 して い る。米国 の 大 学図 書
館 に な い 口本 語 資 料 で あ る こ と，購 入 後 は イ ン ターライ ブ
ラ リー・ロ ーン をす る こ と，とい う条 件 付 き で，凵本研 究
ラ イ ブ ラ リア ン が 申 請者 に な る ，こ の 助 成金 プ ロ ジ ェ ク ト
に は，日 本語資料 を 米国 の 大学に販 売 して い る 日本 出 版貿
易 も協 力 して い る。NCC は ，国 際交 流基 金，日米 友 好 基
金，東芝国際交流財 団 か ら運 営費を 得 て い る．
2．3　校友会 の 支援 「教育の 進 歩 と支 援 の た め の 協議会 」
　 米 国 の 大 学 で 図 書館建 設 の よ うに 大 規 模 予 算 を必 要 とす
る プ ロ ジ ェ ク トを立 ち 上 げる とき は ，フ ァ ン ド レ イ ジ ン グ
の 助 走期 間 と して ，ク ワ イ エ ッ ト ・ピ リオ ドまた はサ イ レ
ン ト ・フ ェ ーズ （表 立 た ない が 交 渉 は す す め て い る 期 間）
と呼 ばれ る段 階 が 設 け られ る。そ の 時期 に は 主 に校 友 会 の
支 援 で 資金 が 用意され る．元 金を 得 て そ れ を増や す 期 間 で
ある こ とか ら 中心 （核 ）基 金 Nucleus 　Fund と呼 ば れ る。こ
の 時期 に ，卒業生た ち の 支援 が もの を い う。
　 カ ウン シ ル ・フ ォ ア ・ア ドバ ン ス メ ン ト・ア ン ド・サ ポー
ト・オ ブ ・エ デ ュ ケーシ ョ ン （Council　for　Advancement
and 　Support　of 　Education −CASE ）を 直 訳 す る と，教 育の
進 歩 と支援 の た め の 協議 会 で あ ろ うか。「米 国 に お け る大 学
の 同 窓会」 を 著 し た 江 原昭 博氏 は ，大学の 利 害 関係 を重 視
して 組 織化 され る もの を校友会，卒 業 生 自身 に よ っ て 自然
発生的 に組 織 化 され る 通 常の 卒業生 団 体を 同 窓 会 と定 義 し
て い る eCASE は ま さ しく校 友 会 の 組 織 で あ る。　 CASE は
1900 年 初 頭 に 誕 生 し た 同 窓 生 の 会が ，母 校 の 発 展 の た め に
フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ を行い ，そ の ノ ウハ ウの 共 有 と ネ ッ ト
ワ
ー
キ ン グ に 務 め て 現在 に 至 っ て い る。フ ァ ン ド レ イ ジ ン
グに 関す る調査 白書の 出 版，ワーク シ ョ ソ プ を提 供 して
い る。主 に は 団 体 （大 学） が CASE 会 員 で あ る。
3．米国 の公 共 図書館の フ ァ ン ドレ イジ ン グ
3，1　市民 投票 で 運 営 資 金 を増額
　2009 年の 深 刻な世 界 景気 後 退 の 年，運 営 費 を 税 金 か ら得
て い る公 立 図 書館 は 苦 境に 立た され て い た。開 館 以 来 ，ピ ッ
ツ バ ーグ ・カー．ネギー図 書館 （以 後 カ ーネ ギー図 書 館 ） の
運 営 費 は市 税 と寄 付 に た よ っ て い た。し か し寄付が 激減 し
幾 つ か の 分館 を 閉鎖 し な くて は な らな い 状 況 に 陥 っ た。突
破 口 は T市 税 か らの 運 営 費 の 増収。従 来 よ り 0．25 マ イ ル 広
い 地 域 の 固定 資産 税 か ら収 入 が 得 られ る よ うに 市 民 投 票 に
か けた 。結 果 は 勝 利。年 325 万 ドル （約 3．25 億円 ）の 増 収 を
獲得 した ．ピ ッ ツ バ グー の 行政 を 動 か した こ の キ ャ ン ペ ー
ン は 図 書 館 主 導 で 行 な われ た。
　図 書館の 重 要 性 を PR す る活 動 は 「ア ドボ カ シー一・と 総
称 され，米 国 の 大 学お よ び 公 共 図 書館 で 広 く使 われ て い る c
フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ に もア ドボ カ シ ーが 欠 け て は な ら ない
要 素 で あ る こ との 好例 で あ ろ うt／
3，2　全 米 で マ ッ チ ン グ ・ギ フ トを活 用 して寄 付 を集 め る
　今年 5 月 6 日，全 米 が オ ン ライ ン （ク レ ジ ソ トカー ドで
支 払 う） 方 式 の マ ッ チ ン グ ・ギ フ トに 沸 き立 っ た。各地 の
コ ミ ュ ニ テ ィ ・フ ァ ン デーシ ョ ン が 窓 口 に な っ て ，地 元 の
図 書 館，美術館，学校 ，慈 善施 設 な ど非営利事業の た め に
マ ッ チ ン グ ・ギ フ トを展 開 し た の だ。
　 こ の ア イ デ ア は フ ァ ン ドレ イ ジ ン グに 特化 し た サービ ス
を 提 供 して い る KIMBIA が 生 み 出 した 。同 社は 公 共 放 送 局
の ス タ ッ フ た ちが 、k ち上 げ た組 織 で PR に た け た フ ァ ン ド
レ イ ザ でー あ る。KIMBIA は 「ギ ブ ・ロ カー ル ・ア メ リカ 」
と 名付け て コ ミ ュ ニ テ ィ ・フ ァ ン デ シー ョ ン の 参加 を働 き
か け て い た。コ ミュニ テ ィ ・フ ァ ン デ シー ョ ン は，地 元 に
根 ざ し て ，自ら も非 営 利 事 業 と し て 寄付を集 め て ，地 域の
非 営利 事 業 へ 助 成 金 を提供 し た り，奨 学 金 な どの 支 援プ ロ
グ ラ ム を 提供 し て い るの だ が ，こ の イベ ン トに つ い て は，
地 元 の 非 営利 事 業 の 寄 付 集 め の 支援 に ま わ り ， 岡 時 に マ ッ
チ ン グ ・ギ フ トに 応 じ る基 金 を集 め て ，フ ァ ン ドレ イ ジ ン
グ の 仲 介 役 に な っ た c 地 元 の 団 体が ，そ れ ぞれ ウ ェ ブ サ イ
トや ソ シー ャ ル ネ ッ トワ ーク を通 じ て 熱 の こ もっ た マ ーケ
テ ィ ン グ を 展 開 し た の で 賑 や か なイ ベ ン トに な っ た」各地
の コ ミ ュ ニ テ ィ ・フ ァ ン デーシ ョ ン で は 市民 に も っ と馴 染
み や す く 「ビ ッ ク デ ィ ・オ ブ ・ギ ビ ン グ 」 とい うキ ャ ッ チ
フ レ ーズ で 宣伝 し て い た 。
5 月 6 日 ，全 米規模 の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ ・イベ ン トが 行 な わ
れ た
一 320 一 情報 の 科学 と 技術 　64 巻 8号 （2014 ＞
N 工工一lectronic 　 ibra y 　
Information Science and Technology Association
NII-Electronic Library Service
工 formation 　 cience 　 nd 　 echnology 　As ociation
　KIMBIA の 集計 に よ る と，こ の 日の 寄付総額 は 5300 万
ドル （約 53 億 円） に の ぼ っ た。こ の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ
の 内訳 は，そ の 半 分 が 市民 か らの 寄付 で ，半分 が マ ソ チ ン
グ ・ギ フ ト と い う単純 な 計算で は な い の で ，ピ ッ ツ バ ーグ ・
フ ァ ン デ シー ョ ン が 運 用 し たル ルー と集 計 を例 に して 説 明
し よ う。
　母 体の ピ ッ ツ バ ーグ ・フ ァ ン デーシ ョ ン は，まず マ ッ チ
ン グ基 金 と して 地 元 の 企 業や 個 人 か ら 5 万 ドル の 寄付 を集
め た。当 目 の マ ッ チ ン グ ・ギ フ トは ，25 ドル か ら を対 象 と
し，上 限 は 1000 ドル とす るル ルー を つ く っ た 。つ ま り 25
ドル の 寄付に は 25 ドル の マ ッ チ ン グ ・ギ フ トが 与 え られ
る が，1500 ドル の 寄 付 に 対 して の マ ッ チ ン グ ・ギ フ トは 上
限 の 1000 ドル に な る と い う し くみ だ。そ して ，そ れ ぞれ
の 団体 に 寄 せ られ た 寄 付 額 と，マ ッ チ ン グの ル ルー に応 じ
て 5 万 ドル の マ ソ チ ン グ基金 を分 配 し た。こ の 日，ビ ッ ツ
バ ーグで は 市 民 か ら 31 万 8 千 ドル が 集 ま っ た。そ して 5
万 ドル 加 え た 36 万 8 千 ドル が ピ ソ ツ バ ーグ の 「ビ ッ ク
デ ィ ・オ ブ ・ギ ビ ン グ」 が 達成 し た 寄付 金 額 だ と公 表 され
た。
3，3　 お酒を飲み な が ら図 書 館 の 夜 を楽 しむ
　 1930 年 代 の 大 恐 慌 の 再 来 と い わ れ 暗雲 が た ち こ め た
2009 年 に カー．ネギー図 書館 が 始 め て ，大 成 功 を収 め て い る
フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ
・イベ ン トが あ る［t地 ビ ルー や ワ イ ナ
リ
ー，周 囲 の レ ス トラ ン の 味 を館内 に 持 ち込 み ，21 歳 以 上
を対象に して い るナ イ ト ・イベ ン トで あ る 。 ア ル コ ルー や
食べ 物 を販 売 す るの で な く，チ ケ ッ トを販 売す る 方 式 だ か
ら ピ ッ ツ バ
ーグの 法律 に は抵触 しな い ． こ の ナ イ ト・イベ
ン トは ，カ ーネギ 図ー 書館 の ス ベ シ ャ ル イ ベ ン ト・マ ネー
ジ ャ
ーが 発 案 した ， 当初 ， 館 内ス タ ッ フ か ら は 「本 が 汚れ
た ら困 る ！」 と猛 反 対 され た が，彼 女 は 根 気 強 く ミーテ ィ
ン グ を 重 ね て 同 僚た ち の 賛 同 を得 て い っ た 。そ の 発 案者は
イベ ン トの ス タ
ー トか ら 5 年 目 の 昨年，カ ーネ ギー・メ ロ
ン 大学長の 秘書室 に 転出 した。米 国で は 大学 長 や 図書館 長
が フ ァ ン ドレ イ ジ ン グの 総 指揮官で あ り，フ ァ ン ド レ イ ジ
ン グに 通 じて い る側近 が 求 め られ て い る。
　現 在，カ ーネ ギー図 書 館 の ナ イ ト・イ ベ ン トの 責任者 は，
英国で 文 化 ・芸 術イ ベ ン ト企 画 管 理 運 営 の 修 士 を修 得 し て
帰 国 し た ば か り の ア レ ク サ ン ドラ ・シ ュワ ル 氏 （Ms，
Alexandra 　Schwall） で あ る 。 こ の 科 目は 米 国 内 の 大 学に
は な い そ うだ 。彼女 は ，こ の ナ イ ト ・イ ベ ン トが よ り収 益
を上 げ る よ うに．ど こ を梃 子 入 れ す るべ き か の レ ボ ートを
ま ず 作 成 した 。過 去 の データ を 分 析 し，本館 で 行 な うほ う
が 分館で 行 な っ た とき よ りも集客力 が あ る こ と，春 と 秋 の
集 客 力 が 高い の で ，ナ イ ト ・イ ベ ン トは 年 2 回 行 な う と よ
い ，とい う方 向性 を提 案 した。そ して 参 加 し た くな る 気持
ちを そ そ る毎 回 の テ
ーマ を 選 ぶ こ と で 再 訪 率 を確 保 す る ，
とい う期待 を加 え た c ハ ロ ウ ィ ーン に ひ っ か け た ナ イ ト ・
イ ベ ン トで は，例 え ば，今年は 不 思 議 の 国の ア リス に で て
くる 各 シーン を設定 して 参加 者 に もテ マー に 合 う扮 装を し
て 図 書 館 に き て も ら う。翌 年の ハ ロ ウ ィーン の テ マー は 「七
ヒ
．
ッ ツ バ グー ・カ ーネギ 図ー書館 本館，1895 年 に 開 館 し た
つ の 大 罪 」 を取 り Eげ る ，と い う具 合 に 読 書 好 きの 遊 び 心
を動 か す テーマ を 用意 して ，ハ ロ ウ ィ ーン は 図 書 館 で 過 ご
し た い と 思 っ て も ら え る よ う に し た い と楽 し そ うに 語 っ
た。シ ュ ワ ル 氏 の 意 欲 的 な企 画 案 で ，寄 付 が 図 書 館 に 集 ま っ
て く る こ とだ ろ う．シ ュ ワ ル 氏 が 着 任 最 初 に企 画 した ナ イ
ト・イ ベ ン トは 「モ ーツ ア ル トか らカ ン ナ ム ス タ イ ル ま で 」
と い う音楽 に ち な ん だ テ マー で ，チ ケ ッ ト販 売 ＃〈　465 枚，
2 万 9 千 ドル （約 290 万 円） を達 成 し た。
4、フ ァ ン ド レイジ ン グの サ ポー ト体制
　米 国 の フ ァ ン ド レ イ ザ ーに と っ て ，巨額 寄 付 が 可 能 で
あ っ た り，活 発 な活 動 を 継 続 で き る背 景 に はサ ボート体制
の 存在が 大 き い 。米 国 に は ，フ ァ ン ド レ イ ジ ン グ の ノ ウ ハ
ウ を 共 有す る組 織 ，ネ ッ トワーク か らの サ ポー ト，助成金
情報 を 検索で き る データ ベ ース とい っ た 舞 台 の 道 具 が 揃 っ
て い る。
4．1　 フ ァ ン ドレイ ジ ン グ専 門 家協 会
　 カーネギ 図ー 書館 デ ベ ロ ソ プ メ ン ト部 門 デ ィ レ ク タ のー
パ ッ ト・ク イ ン ・ウ ィ ン ター氏 （Ms ．　Pat　Wuinn 　Winter）
は ，ラ イ ブ ラ リ ア ン で あ り，フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ 専 門家 協
会 （Association　of 　FundraisingProfessionals−AFP ）認 定
フ ァ ン ド レ イ ザ ー （Certified　 Fund 　 Raising　 Executive−
CFRE ） で あ る。　 AFP は 米 国 ヴァ ージニ ア 州 アーリ ン トン
に 本部 を お き，米 国，エ ジ プ ト，イ ン ドネ シ ア ，香 港 に 235
支部 3 万 人 が 所 属。コ ン フ ェ レ ン ス や ワ クー シ ョ ッ プ，会
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員の 表彰，統計の 出版，認 定試験，など多岐 にわた る会員
サービス を提 供 して い る。ウ ィ ン ター氏 は，2008 年 の 金 融
市場危機が 起 こ っ た 年 に現 職に 就い た。AFP 認 定 フ ァ ン ド
レ イ ザーは，5 年 以 E実 務 経 験 の あ る こ とが 受 験 資 格 で あ
り，3 年 ご とに更新試験 を受 け る こ とが義務付 け られ て い
る。フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ対 象 の 調査 と分析，長 短 期 の 計 画
立 案，倫理 規定，リーダーシ ッ プ ，ボ ラ ン テ ィ ア の 組 織化，
寄付 金 にか か わ る税金 の 扱い の 知 識 な ど細 か く問 わ れ る試
験 に合格 し な く て は な らな い 。AFP 認 定 に は さ らに ，
CFRE 資格を 6 年以上 保持 し （更新 1 回以 E），実務経験
（フ ル タイ ム ）が 10年 以 上 で あ る こ とを受 験 資格 と した上
級 認 定 フ ァ ン ド レ イ ザ ー （Advanced 　 Certified
Fundraising　Executive−ACFRE ） も設 けて い る。カーネ
ギー公 共 図書館が 市民 投票 に もちこ ん で市 か らの 増収を獲
得 した キ ャ ン ペ ーン で は，ウィ ン ター氏 は AFP に所属 し
て 得 たネ ッ トワ ーク に助 け られ た そ うだ。
4．3　助成金の データベ スー
　 フ ァ ンデーシ ョ ン ・セ ン ター （Foundation 　Center） は
1956 年 に設 立 され ，米 国 を 中心 と して 世 界 中の 助成金 1吉報
を網羅 し て い るデータベ ース の 提供元 で あ る。地 域，助成
金 の 対 象 とい っ た特 定の 条件 を絞 り込 ん で 検索す る こ とが
で き る うえ，ア メ リカ 合衆国 内国 歳入 庁 （IRS ） に 提出す
る 990 フ ォ ーム （基 金 を提 供 す る 側 ，基 金 を受 け て い る団
体 の 双方 と もに 990 を申告す る ）も掲載 され て い る の で ，
実績 の あ る基金 を探す こ とに役 立 っ 。助 成金申請 の 書 き方
や 成 功例 も紹介 して い る。データベ スー を利 用 す る には，
フ ァ ン デーシ ョ ン ・セ ン タ のー 会員に な るほ か ，全米の 470
箇所 （主 に公 共 図 書館や コ ミ ュ ニ テ ィ ・フ ァ ン デーシ ョ ン ）
で も 自由 に利 用 で き る。
5．図書館経営とフ ァ ン ドレイジン グ
　米国の 公 共図書館 に対す る政府や地域自治体か ら の 資金
提供 は，2008 年 の 金 融 危機 の 翌 年 に大幅な減少 を経験 し た
後も継続 し て 同様 の 傾向が続 い て い る。州 に よ っ て そ の 状
況 は異なる が，例 え ば，2012 年度 に 全 米 の 公 共 図書館 を対
象 にお こ な われ た調査 で は，調 査 対 象館 の 56，7％ が前年度
に比 べ 図書館予 算 が 現状維持 か減少 し た と回答 し，平均 で
は 5．3％の 減少 と な っ て い る 2｝。また，2013 年 度 に な っ て
全体的に やや回 復基調 に な りつ つ あ る もの の 3），大幅な回
復 は 見込 まれ な い 状況に あ る。
　 図 書館 は館種 に 限 らず自ら収益を上 げる の は た い へん難
し く，必 ずい ず れ か の 組 織 あ るい は コ ミ ュ ニ テ ィ に 依 存す
る 必 要 が ある。こ れは 図書館 の 使命 とそ の 使命 に 基 づ い て
長 い 歴 史 の 中 で 構 築 され て き た 事業 構 造 に よ る も の で あ
り，同 じ非営利組織で も病院や学校な ど とは 異な っ て ，特
に 収益 を上 げ る の は難 しい 部 類 に入 る とい うこ と が で き
る。そ れ ゆ え，図書館は 資金面 に おい て 他の 組織に 強 く依
存せ ざる を得ない わ けで ある。た しか にそ の よ うに 資金 面
で 厳 しい 環 境下 に あ る の だか ら，戦略的な経営計画 を基 礎
に した 資金獲得が 必 要 とな っ て く る。そ して，こ こ で 重 要
とな るの は，経営戦略 とフ ァ ン ドレイ ジ ン グ をひ と ま とま
りの もの と して 考 え，経営 戦 略 を検討 ・実 行 す る過 程 にお
い て フ ァ ン ドレイ ジ ン グをも実行 し て い くこ とで ある、こ
の よい 例 で あ る と考 え られ る カーネ ギー図書館 を介 して，
米国 にお ける公 共図書館 の フ ァ ン ドレイ ジ ン グ をみ て い く
こ ととす る 。
　本稿 で 取 り上 げる カーネ ギー図書館 は，米国東部 の ペ ン
シ ル ベ ニ ア州 第 「 の 都市 ピ ッ ツバ ーグ市 に位 置 す る 中規模
の 公 共 図書館 で ある。1司館 にお ける外部 か らの 資金獲得 の
総額 は，図書館長メ ア リー・フ ラ ン シ ス ・ク パー ー氏 （Ms．
Mary 　Frances　Cooper） の 就任 後，増加傾向を維 持 し て い
る。米国に お い て も公 共 図書館 を取 り巻 く経済状況 が思 わ
し くな い 中で，同館 が外 部 か らの 資金獲得 の 総額を維持 し
続けて い る こ とをか ん が みれ ば，そ こ に は何 らか の 経営 の
仕組 み が埋 め込 まれ て い る こ とが わ か る。外 部環 境 が よ く
ない と きに こ そ，「どれ だ け図書館員 が 地域 の ニ ーズ を くみ
取 り，そ の ニ ーズ を 幕礎 に新 しい サービ ス を創造す る こ と
で 地域 に 還元 し よ うと し て い る の か 」 とい う図書館員 の 経
営戦略の 立案 ・実行 力 が試 され る わ け で あ る。それ は，不
景気 の 際に は，特 に 内部資源 を積極的に 活用 し て 外 部環境
に働きか け な い 限 り，外 部環境 を よ り良 くす る こ とは で き
ない か らで ある。
　 カ ネー ギー図書館 の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ の 概 要 に つ い て
は，す で に依 田紀久 氏 に よっ て 記述されて い る ため に 4），
今同は それ を よ り深 く掘 り下 げ て ，図 書館 経 営 の 観 点 か ら
同館 が どの よ うに フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ活動 （特 に こ こ で は
基 金 を 対象 に した活 動 ） を お こ な っ て い る の か に つ い て ，
1）図書館長，2）フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ の マ ネ ジ ャ ー，3）新 し
い サービ ス を 始め る 図 書館員 へ の イ ン タ ビ ュ にー 基 づ き記
述す る。特に 基金 に 着目して い るの は，基 金 を 対象 に した
フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ 活 動 は そ の 他 の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グと
は 異な り，そ れ が 組織全 体の 活動か らな され るた め に，日
本の 図書館 に お い て も学 ぶ と こ ろが 多い と考え た か らで あ
る。
　ま た，依 田氏 が すで に 指摘 して い る よ うに，同館 の 活動
内 容 は こ の 単
一
の 事 例 に 適 用 され るの み な らず，そ の 事例
の 特性か ら米国の 公 共 図書館 の 全 体像 と して あ る程 度
一
般
化で き る もの で あ る と考 え られ る。そ れ ゆ え，同 館の 活動
内容 を詳 し く記 述す る こ とで ，米国の 公 共 図書館で は どの
よ うな フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ活 動 が 行 なわ れ て い るか，また
どの よ うな考 え方 をすれ ばフ ァ ン ドレイ ジ ン グ活動 が うま
くい く可能性が 高ま る の か につ い て の よ り深 い 示 唆 が得 ら
れ るだ ろ う。
5．1　 カーネギー図書館 の 資金 の 概要
　米 国で は，公 共 図 書館 にお い て経営計画 （経営戦略 が記
述 され た文書）を検討 し，それ に 基 づ い て 新 しい 図書館 サー
ビ ス に 関す る資金 を獲 得 す る事例が み られ て い る。資金 の
調 達先 に は，複数の 種類が あり，1）基 金 ，2）個人，3）遺贈 ，
4）企 業，5）信 託，6）そ の 他 の 組織で ある。そ し て ，各資金
の 内訳 は，1）特定の 目的を対象 と した もの ， 2）図書 館 が 自
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由に 活用で きる もの に わ かれ る。
　カーネ ギー図 書館で は，金融危機後の 2009 年か ら，フ ァ
ン ドレイ ジ ン グ を組織的な活動 と して 本格 的 に始 め て い
る。こ の とき 図書館長 が フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ 専門の 部署 を
新た に 設置 し，専門の 担当者 を数名雇用 した。そ の 結果 ，
フ ァ ン ドレ イ ジ ン グの 機会 は減少 し た に も関わ らず，対前
年比 で 外部 か らの 資金 獲得 が 2 倍程度増加 した。そ して，
こ の 成果 か ら何 らか の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ活動を熱 心 に行
なえぼ，それ が経営 の 成果 とし て 現れ て くる こ とを 図書館
員 らは 感 じ取 っ た の で あ る。
　現 在 の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ に 関連す る部署ある い は 図書
館員 は ，1）図 書館サービ ス を提 供 す る部署，2）フ ァ ン ド レ
イ ジ ン グを専門とす る 部署，3）財務管理 を専門 とす る部署，
4）図 書館長か ら構 成 され る。ま た，フ ァ ン ドレ イ ジ ン グを
担当す る 部署の 目標 と活動内容 が 2013 年度以降の 経営計
画 の 中に 記述 され て お り，図 書館 の 中で も重 要 な 活 動 の 一
っ と して 位 置 付け られ て い る こ とがわか る。具体的に は，
経営計画 書の 中に 長期的 な財政 の 健 全 化 を図 る た め に，1）
フ ァ ン ドレ イ ジン グ活 動 が 目標 とす る金額，2）図書館長 と
図 書館 の マ ネ ジ ャー等への 資金 獲得 活 動 の 支 援 内 容 ，3）
フ ァ ン ドレ イ ジ ン グに 関 わ る外 部組 織や支援者 との 関係強
化 の た め の 情報発 信，4）そ の 他 の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ を強
化す る 活 動 内 容 が 細 か く記 述 され て い る。
5．2　基 金 へ の 申請プ ロ セ ス
5．2．1 基金へ の 申請の 始ま り
　フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ活 動 の プ ロ セ ス は，経営戦 略 の 立 案
段 階 か ら始 ま る。それ は，各サービ ス の 担当者が 新 しい サー
ビ ス で 必 要 に な る 資 金 に つ い て ，経 営 計 画 書 の 中で 可 能 な
限 り検討 して い るか らで あ る。基 本的 に こ の 経営計画 書 は
5 年 を単 位 と して い る こ とか ら，詳 細な内容 まで は計画 さ
れ て い ない 。た だ し，そ の 場 合で も どの よ うなサービ ス 領
域 を強 化 して い くの か とい っ た，図 書館サービ ス の 方 向性
は 明 確 に 記 述 され て い る。
　そ して ，そ の 経営計画 を実施す る段階 に入 る と，フ ァ ン
ドレ イ ジ ン グ を専 門 とす る部 署 が 中心 とな っ て そ の 業務 を
行な う。具体的 には，1）資金調達先の リス トの 作成，2）フ ァ
ン ドレ イ ジ ン グ に 関連 す るイ ベ ン トの ス ケ ジ ュ ルー 作成，
3）資金調 達先 との 関係 の 構築 ・強化で ある。また，新 し く
資金 を調達 す る 際 に 最初 に提 案 をす る の は，フ ァ ン ドレ イ
ジ ン グを担当す る部署 の み とは 限らない 。誰 が始 め に 提案
す べ き か につ い て は 明確 に決 め られ て お らず，主に は，1）
新サービ ス を担当す る 図書館員，2）フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ を
担当す る部署，3）外部 の 資金調 達先，の 3 つ の 組織 ・担当
者か ら始 ま っ て い る。こ の 他 に，図 書館長 が フ ァ ン ドレ イ
ジ ン グに 関す る情報を得 て，そ れ に基づ い た図書館長 の 意
見か ら始 ま る ときもあ る が，稀で あ る。こ の よ うに フ ァ ン
ドレ イ ジ ン グの 責任 者 が 明確 に決 ま っ て い ない の は，資金
獲得の 可能性が あ る こ とに 対 し て 誰 もが率先 し て 提案 で き
る よ うにす るた めで ある と考 え られ る。
　ま ず始 め に，図書館員か らフ ァ ン ドレ イ ジ ン グ を提 案す
る場 合に つ い て 説明 す る。こ の 場合，経営計画で 定 め られ
た サービス の 強化領域 に基 づ い て ， 各部 署の 図 書館員 が地
域に 密着 しニ ーズ を汲み と りなが ら新 しい サービ ス を検討
す る 。 そ して ，そ の 新 しい サービ ス の 計 画 段 階 で新 た な資
金が 必 要 にな っ た場合，図書館内の フ ァ ン ドレイ ジ ン グ の
専門部署 に連 絡 を と っ て 基 金 の プ ロ グラ ム に 関す る情報 を
求め る こ と にな る。つ ま りこ こ で 重要なの は，図書館員 が
主 体的 に新 しい サービ ス を検討す る 中で，フ ァ ン ドレ イ ジ
ン グの 必 要 性 が 発 生 した 場 合 に資金 を獲得 しよ うとして い
る とい うこ とで ある。
　次 は，フ ァ ン ドレ イ ジ ン グの 専 門部署 か ら資金 の 調 達が
始ま る場合 に つ い て で あ る。彼 らは まず資金 調達 先 の リス
トを作成 し，そ の 年 度 の 基 金 の プ ロ グラ ム を調 べ ，そ の 情
報を整理 す る。そ し て ，必要 に応 じて 基金 の 担当に連絡を
取 り，そ れ が 図書館 の 経営 計 画 と関連 が あ り活 用 で き そ う
なプロ グラ ム があれ ば，図書館内の 担当部署 に 連絡 し，そ
の プ ロ グ ラ ム に 申請 で き な い か ど うか を確i認 す る。そ の 際，
連絡 を受 け た担 当 の 図書館員 は基金 の プ ロ グラ ム に 申請で
きる 内容 の 新サービス をす で に検討 して い る の か，検討 し
て い な い な らばす ぐに行 動 に移せ る だけ の 準備 が なされて
い る の か を検討す る こ とに なる。従 っ て ，フ ァ ン ドレ イ ジ
ン グ の 担 当者 も経 営 計 画 の 内容 と各 サービ ス の 担当者 が 現
在 どの よ うな新 しい サービ ス を始 め よ うと して い るの か に
っ い て 理 解 し て お く必 要 が あ る。
　最後 の 資金調 達先 か ら提案 が ある場合に 関 して は，各基
金 （資金 調 達先） も それ ぞ れ の 年 度 計 画 に 基づ い て 投資先
を探す こ とに なる。従っ て，各基金 の 担当者は，特定の 事
業 目的を 対象 に 資金 提供 の 可 能性 を探 るた め に，公 共 図 書
館 の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ の 担当者 に 連絡を取っ て くる こ と
が あ る。連絡 を 受 け た公 共 図 書館 の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グの
担当者 は，そ の 後，該当す る各サービ ス 担当者 とその プ ロ
グ ラ ム に 申 請で き る か ど うか を 議 論 す る こ とに な る。つ ま
り，こ れ は 外部の 資金調達先の 方針 に 影響 され，何 らか の
新 し い サービ ス を検 討 し始 め る事例 で あ る。
　 こ れ らの こ とか ら，い ずれ の パ ターン に お い て も重 要 と
なる の が，現 場 の 図 書館員が 経営計画 に基づ い て 新 し い 図
書館サービス を 常に 検討 して い るか ど うか，で あ る こ とが
わ か る。っ ま り，図書館員 は 常に地域 の ニ ーズ をくみ 取 り，
地域 に 対 して 何 が で きるの か を考 え 続けて い る 必 要 が あ
る。
5．2．2　基金 の プ ロ グ ラ厶 へ の 申請時の 役割分担
　基金の プ ロ グラム へ の 申請は，新 しい サービス を担当す
る図 書館員 と フ ァ ン ドレ イ ジ ン グの 専 門 部 署 の 担 当者 が協
力 して 行なわ れ る。その 際の 申請書類作成の 役割分担 は，
事前に フ ァ ン ドレ イ ジン グの 専門 部署 に よ っ て 作 成 され た
内部資料に よっ て 細か く規定されて い る。
　 こ の 文 書の 内 容 は，具 体 的 に は，1）ま ず始 め に図 書館員
が 白書 （White　Paper ：A4 で 3〜4 ペ ージ程度） と呼ばれ
る新サービス な どの 計画書 （内部 文書） を記述 し，2）そ の
白書に 基づ い て 図 書館内の フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ担当者 が プ
ロ グ ラム への 申請 書類 を作成す る こ と，が 細 か く記述 され
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て い る。つ ま り，図書館サービ ス に 関わる 責任 は サービ ス
を担 当す る 図書 館 員 が持 ち，フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ の 申請書
な どの 形式面につ い て は フ ァ ン ドレイ ジ ン グの 担 当者 が 責
任 を持 っ とい うこ とに な る。従 っ て ，フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ
の 担当者 は各申請書 の 形 式 ま で も詳 し く熟知 して い る 専門
家 で あ る ともい え る。
5．3　図書館長 の 活動 内容 の 概要
　カ ーネ ギー図 書 館 の 館 長 は，自 分の 時 間 の うち お よ そ
25％ は フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ活動に 費や して い る と し，こ の
よ うに割合 で説 明 す る の は，自 らの 活 動 か らフ ァ ン ドレ イ
ジ ン グ活動 だ けを取 り出す こ とは難 しい か らだ と述べ て い
る。こ れ が意 味 す る の は，図書館長の さ ま ざ ま な活動 が 間
接的 に フ ァ ン ドレ イ ジ ン グに結び つ い て い る と い うこ とで
あ る。た と え ば，図 書館長は さ ま ざま な外部 の イ ベ ン トに
参加 し，多 くの 人 に 出 会い ，自らの 肌 身 を介 して マ ーケ テ ィ
ン グ を行 な っ た 上 で 経営計画を立 案 して い る。そ して ，こ
の 経営計画 の 重 要 な サービ ス 領域 は ，最終 的 に は 図 書館長
の 経営 に関す る感覚的な意思決定で 決 め られ て い る．先 に
も述べ た よ うに，フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ は 経営計 画 で 指定 し
た 領域 と強く結び つ い て お り，図 書館長の 経営感覚 に よ っ
て もた ら され る経 営判 断 が フ ァ ン ド レ イ ジ ン グ活 動 に 最も
影響を持つ こ とが わか る。
　そ して ，ひ とた び 経営 計 画 が 立 案 され れ ば，図書館長 は
機会が あ る ご と に 外出し，対外的 に経営計画 に基づ い て 地
域社会 にお け る将 来の 図 書館サービ ス が どの よ うな 意義 を
もた らすの か を説明す る。こ の よ うに 外部の 資金調 達先 の
責任 者や さま ざま な 支援者 と会 っ て ，図 書館の 経営戦略 に
っ い て 計画書 を基礎 に 説明 す る こ と は，た だ 単 に 「資金 を
ください J と主張 す る こ と とは，ま っ た く異 な っ て い る と
い うこ とが わ か る。図書館長 は，む し ろ資金 調達先の 基 金
などに 対 して 直接的 に 「資金 を ください 」 と は大変言 い に
くい と も述 べ て い る。こ こ か らわ か る こ と は，フ ァ ン ドレ
イ ジ ン グ活動 は経営戦略，マ ーケ テ ィ ン グとい っ た 経 営 活
動全 般が 基 礎 に な っ て お り，そ こ で 練られた 経営計画を説
明 す る なか で ，資金調 達先の 基金 や 個人 の 支援者 に 自然 と
資金 を提 供 した い と思 っ て もら え る よ うに して い くと い う
こ とで ある。そ して ，図書館長 は こ れ らの 一連の 図 書館 長
と して の 活 動 の お よ そ 25％ 程 度 が フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ活
動 に 関連 して い る と説明 し て い るわ けで ある。
　以 上 の こ とか ら，フ ァ ン ドレ イ ジ ン グ に 関す る図 書 館長
の 重要な活動 は ，外出す る機会を多 く持 っ こ とで 地域 の
ニ ーズ を よ く理 解 し，地 域 に とっ て 意味 の あ る経営計画 を
図書館員 とと もに立 案 し，そ れ を対 外 的 に 明確 に説明 す る
こ とだ と い うこ とが わ か る。そ して ，外部 か らの 資金 は経
営計画を実行 してい く上 で副 次的 に得 られ る も の で ある と
もい え る。
6．米 国の公 共 図書館 にお ける フ ァ ン ドレイジ ン グ
　 の ま とめ
　 こ の よ うに，米 国 の 公 共 図書館 にお け る基 金 を対 象 に し
た フ ァ ン ドレイ ジ ン グ は，基本的 に は新 しい サービ ス を始
め るた め の 資金 を獲 得 し よ う とす る も の で あ る。つ ま り，
何 らか の 新 し い 価値を地域仕会 に 提供 し よ うとす る と き
に，は じめ て そ の 価値 に対 して 外 部 組 織 か ら資 金 が 提 供 さ
れ る こ と に な る。従 っ て，フ ァ ン ドレ イ ジ ン グの 手 立 て を
考 え る前 に，ま ずは 公 共 図 書 館 が 地 域 に と っ て どの よ うな
新 し い 価値を提供で きる の か を図書館員が 考 え抜か なけれ
ばな らな い 。そ して ，米 国 の 公 共 図 書館 の 事 例 を介 して フ ァ
ン ドレ イ ジ ン グ活 動 と は何か とい う本特集の 問 い に答える
の で あれ ば，フ ァ ン ド レ イ ジ ン グ活 動 とは ，「地 域の ニ ーズ
を詳 し く知 り，そ の ニ ーズ を基礎 に検討 した 経営計画 に基
づ い て 新 し い サービ ス を創造 し，地 域社会 に 対 して 明 確 に
そ れ を説明 す る もの 」 とい えるだ ろ う。
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